
株式会社タナカ
（西伯郡南部町能竹地内）

採石計画認可申請概要

令和６年１２月１３日
米子県土整備局
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採石場の所在地 西伯郡南部町能竹斑ヶ峠３２２番地 外１１筆
申 請 者 氏 名 株式会社 タナカ

代表取締役 田中 善照

１．採石場の区域 採石場の面積
掘削区域の面積
最終高低差
境界の明示方法
区域を明示する図面等

２．採取をする岩石の 　　　　　７４，８９４ ｍ3
　　種類及び数量 　　　（１１２，３４１ ﾄﾝ）

３．採取の期間

４．採石業務従事者数  ２人（うち業務管理者の資格を有する者 １人）

５．岩石の賦存の状況
　現地のり面より確認。

６．採取岩石の用途 　盛土用材

７．従前認可期間における採石法
と採石条例における処分の状況

風化花崗岩種類 数量

認可の日から５年間

　山地周辺に下に風化花崗岩が賦存している。

なし

　　  ５３，８９３ ㎡
　  　２４，７８２ ㎡ 
　　　　　２０．８ ｍ

賦存の状況
確認方法

  境界杭を設置し明示する。
　別添のとおり。
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【位置図】
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【航空写真】

採石区域
5．38万m2

掘削区域
2．47万m2

計画縦断線

沈砂池

洗車ピット

↓米子・法勝寺

搬出入ﾙｰﾄ

↑伯耆町・溝口



4

【周辺見取図】
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【現況写真撮影見取り図・撮影方向】
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【現況写真】
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【現況写真】
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【現況写真】
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【現況写真】

9



【現況写真】
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【採取施工計画（掘削１年目）】

NO.9
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【採取施工計画（掘削２年目）】

NO.9
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【採取施工計画（掘削３年目）】

NO.9
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【採取施工計画（掘削４年目）】

NO.9
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【採取施工計画（掘削５年目）】

NO.9



【計画標準断面図】
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【計画縦断図】

17



18

【計画横断図NO.9】
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【排水系統図（１年目）】
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【排水系統図（２年目）】
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【排水系統図（３年目）】
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【排水系統図（４年目）】
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【排水系統図（５年目）】



【排水施設構造図①】
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Ⅰ．場内水路構造図
（土水路）

Ⅱ．暗渠①②構造図
（ヒューム管φ６００）

Ⅲ．集水桝①構造図
（現場打ち集水桝）

Ⅳ．集水桝②構造図
（現場打ち集水桝）



【排水施設構造図②】
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Ⅴ．沈砂池構造図 Ⅵ．フトンカゴ構造図
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【現況周辺植生図及び写真】

ササ類、ヤマブキ、ヒサカキ
カシ類

ヒサカキ、ヤマブキ、モミジ
カシ類、ササ類
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スギ、タケ、ヤマブキ
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⑤
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【緑化年次計画図】

NO.7
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【緑化計画断面図】
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【国土地理院地形図】 申請地：〇
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【地形分類図】 申請地：◎ 出典：土地分類基本調査（１９７７）根雨・湯本 鳥取県

◎
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【表層地質図】 申請地：◎ 出典：土地分類基本調査（１９７７）根雨・湯本 鳥取県

◎
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【傾斜区分図】 申請地： ○ 出典：土地分類基本調査（１９７７）根雨・湯本 鳥取県



33

【水系及び谷密度】 申請地：◎ 出典：土地分類基本調査（１９７７）根雨・湯本 鳥取県

◎
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【地すべり地形分布図】

（株）タナカ 申請位置

出典：土地分類基本調査（１９７７）根雨・湯本 鳥取県
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【森林基本図】 申請地：◎

◎
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【関係法令】

●文化財保護法

採取場内において埋蔵文化
財調査の必要が無いことを
確認済み

●土壌汚染対策法
土地の形質変更の届出済み

●鳥取県開発事業指導要綱
開発事業計画同意

●国有財産法

南部町道路、普通河川管理
条例に基づき占用許可済み

●鳥取県景観形成条例

景観計画区域内における行
為の届出済み
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【チェックリスト】

チェック状況主 な 確 認 内 容項 目

適切に手続きが
されている。

○開発行為に係る森林面積が１haを超えていないため、森林法に基づく林地開発許可は
必要ない。
○鳥取県開発事業指導要綱に基づき県の同意が得られている。
【鳥取県開発事業指導要綱開発事業の届出済み】
：一定規模以上（１ha以上）の開発事業等については、県土の無秩序な開発を防止し、
適正な土地利用を図り、快適な地域環境の確保に努めることを目的として、各個別法に
基づく許可、認可の手続きを行う前に、県と協議を行い、同意を得る必要がある。（許
認可等の行政処分ではなく、行政指導にとどまるもの。）

１関係法令の手続き

適切である。○掘削勾配は33.7度、平均勾配は27.8度で基準値を満たしており、図面とも整合が図ら
れている。 → 計画縦断面図のとおり
【基準（鳥取県採石条例及び施行規則）抜粋】
：風化の著しい岩石以外；森林開発許可に該当する；35度（掘削後の平均勾配35度）
○保全距離は10ｍ以上あり、隣接土地の利用状況に応じて適切である。
【基準（鳥取県採石条例施行規則）抜粋】
：道路・河川等その他公共施設、※条例別表第１の６の項の（１）のウ：5ｍ以上

２採石施工計画

適切である。１）掘削
○最終高低差は17.6ｍで、基準値内となっており適切である。
→ 計画標準断面図（縦断基線方向）のとおり

【基準（鳥取県採石条例及び施行規則）抜粋】：露天採掘；風化岩石；最終高低差50ｍ
。超える場合は、50ｍ毎に規則で定める幅（10ｍ）以上の小段設置が必要。
○設置する小段は、高さ５ｍに対して幅２ｍを設けており基準値を満たしている。
→ 計画標準縦断面図のとおり

【基準（鳥取県採石条例及び施行規則）抜粋】
：露天採掘；風化岩石；高低差5ｍ・小段幅2ｍ
２）掘削及び選別施設
○騒音等発生防止措置については、防音機器を使用して騒音防止に努める。
【基準（鳥取県採石条例及び施行規則）抜粋】：騒音等を防ぐ措置を行う。

３掘削作業計画
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【チェックリスト】

チェック状況主 な 確 認 内 容項 目

適切である。○洗車ピットが設置してあり、粉塵の発生防止措置が図られており、適切である。
【基準（鳥取県採石条例及び施行規則）抜粋】
：粉じん防止等のため洗車ピット、散水、清掃等その他必要な措置を行う。

４岩石運搬計画

適切である。○沈砂池の規格、処理能力と水路等の規格、流下能力は十分であり、適切である。
→ 排水系統図のとおり

【基準（鳥取県採石条例及び施行規則）抜粋】
：十分な処理能力を有する施設、その他適当な施設により、適切に処理すること。

５汚濁水等処理
計画

適切である。○跡地の緑化計画は、掘削後速やかに緑化する計画になっており、適切である。
→ 緑化計画縦断図のとおり

【基準（鳥取県採石条例及び施行規則）抜粋】
：他の用途に利用する場合を除き、環境保全、景観保全等のため、速やかに緑化する
こと。

６採石跡地処理
計画

適切である。○廃土（表土）については場内に堆積を実施するが、安定勾配及び適切な積み上高に
より堆積が計画され、適切である。
【基準（鳥取県採石条例及び施行規則）抜粋】
：堆積場の設置場所等は量に見合う広さがあり、周辺に人家がないこと、土砂の流入
が少ないこと。

７廃土等堆積計画

特記事項


